



日時：2012 年 7 月 21 日（土） 









　… 連合国中的冷戦：1950 年中美互控侵略案研究（国連における冷戦― 1950 年 
国連総会における米中「侵略案」の応酬）
　報告者：福田円（国士舘大学）
　…朝鮮戦争休戦と「二つの中国」問題
　討論者：松村史紀（宇都宮大学）
　〔セッション 2〕「中国」としての国際的地位
　報告者：王文隆（台湾中央研究院近代史研究所）
　… 一場「両個中国」的嘗試：中華民国與寮国的建交與断交（「二つの中国」の試み
―中華民国とラオスの外交関係樹立と断交）
　報告者：姚百慧（北京首都師範大学）
　…中法建交公報形成考釈（中仏国交正常化声明の作成に関する考察）
　討論者：杉浦康之（防衛省防衛研究所）
2012年7月21日（土）、国士館大学アジア・日本研究センターと日本学術振興会科学研究費（若手
研究B、課題番号24730149）の共催により、国際ワークショップ「『中国』をめぐる国際政治史―
戦後東アジア国際政治史研究の新潮流」を開催した。
今日、同時期の東アジア諸国の外交史および国際政治史の研究において、中国や台湾の档案史料
68
を活用することは、もはや必須の条件となっている。しかし、それに伴い各研究者が取り組むテー
マは細分化し、新たな発見をより大きな歴史像にフィードバックする作業が課題になっている。こ
のような問題意識のもと、ワークショップでは現代中国・台湾の政治外交史を研究する参加者が集
い、1950年代から60年代の東アジア国際政治のなかで、中華人民共和国と中華民国がどのようにし
て正統性や国際的地位を争ってきたのか、東アジア冷戦とこのような外交闘争はいかなる関係にあ
ったのかという共通の問題関心について議論を深めた。
ワークショップの第1部では、当該分野の研究における第一人者である石井明東大名誉教授をお招
きし、基調講演をいただいた。第2部では、報告者あるいは討論者として日本、中国、台湾から若手
研究者をお招きし、各事例（前貢プログラムを参照）に関する報告と討論を行った。ワークショッ
プには合計約20名の研究者が参加し、報告者、討論者、フロアーの参加者の間で活発な議論が交わ
された。議論を通じて、共産党と国民党のいわゆる「内戦」の論理と東アジアにおける「冷戦」の
論理には相克があると同時に相互作用も見られたこと、今日的な中国像と同時代的な中国外交の実
情の間にはしばしば乖離が見られることなどが確認された。これらは、中国や台湾の史料を軸とす
る研究が進展することで提起されるようになった、従来の東アジア国際政治史に対する新たな問い
かけであるといえよう。
